
上
申
書
を
提
出
し
た
様
子
で
、
そ
の
草
稿
が
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ホ
ー
ト
ソ

・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
残
っ
て
い
る
（
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』
所
収
）
。

庁
の
社
寺
美
術
品
調
査
の
不
備
、
寺
僧
の
無
知
や
私
物
化
な
ど
に
よ
っ
て
美
術

品
が
散
侠
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
早
急
に
保
護
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
訴
え
で
あ
る
。
も
う
一
通
は
博
物
館
が
収
集
を

行
う
上
で
必
要
と
な
る
リ
ス
ト
を
完
成
す
る
た
め
に
は
調
査
期
間
を
延
長
し
た

い
こ
と
、
自
分
を
宮
内
省
に
麗
い
替
え
し
て
古
美
術
保
護
お
よ
び
研
究
の
仕
事

に
専
念
さ
せ
て
貰
い
た
い
こ
と
を
要
請
す
る
も
の
で
、
こ
ち
ら
の
要
請
は
直
ち

に
承
認
さ
れ
、
同
年
八
月
一
日
付
で
彼
は
東
京
大
学
犀
教
師
の
職
を
免
ぜ
ら
れ

て
文
部
省
兼
宮
内
省
屈
と
な
っ
て
い
る
。

岡
倉
は
六
月
十
一
日
に
帰
京
し
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
も
同
じ
こ
ろ
帰
京
し
た
。
な

お
、
岡
倉
は
同
年
夏
、
再
度
調
査
に
赴
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
文
部
省
第

十
四
年
報
』
に
次
の
記
載
が
あ
る
。
実
際
の
出
発
は
八
月
十
一
日
で
、
帰
京
は

九
月
二
日
で
あ
っ
た
。

明
治
十
九
年
七
月
廿
七
日

鈴
二
本
邦
美
術
品
保
存
法
ノ
事
二
付
宮
内
省

ト
商
議
ス
ル
所
ア
ル
ニ
因
リ
文
部
属
岡
倉
覚
三
二
京
都
、
大
阪
、
滋
賀
、

和
歌
山
四
府
縣
二
出
張
ヲ
命
、
ソ
該
地
方
ノ
社
寺
二
蔵
ス
ル
美
術
品
ヲ
検
査

シ
之
ヲ
保
存
ス
ル
ノ
慮
置
ヲ
為
サ
シ
ム

な
お
、
岡
倉
は
今
回
の
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
「
美
術
品
保
存
二
付
意
見
」

（
国
学
院
大
学
梧
蔭
文
庫
蔵
。
平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
三
巻
所
収
）
を
提
出

し
て
い
る
。
梧
蔭
す
な
わ
ち
井
上
毅
は
明
治
十
七
年
七
月
に
設
置
さ
れ
た
宮
内

省
図
書
寮
の
初
代
図
書
頭
（
明
治
二
十
一
年
二
月
九
鬼
隆
一
と
交
替
）
で
あ
っ
た
。

一
通
は
地
方

こ
の
報
告
書
の
中
で
岡
倉
は
、
古
美
術
保
護
に
つ
い
て
は
宮
内
省
が
主
導
権
を

握
り
、
そ
の
資
力
と
権
力
を
も
っ
て
古
美
術
品
を
収
集
し
、
保
護
行
政
の
効
果

を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
、
収
集
の
際
の
参
考
と
し
て
彼
が
調
査

し
た
美
術
品
お
よ
び
古
書
の
目
録
を
示
し
て
い
る
。
岡
倉
の
保
護
行
政
に
対
す

る
考
え
は
、
美
術
局
設
置
運
動
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
文
部
省
に
美
術
局
を

置
い
て
保
護
行
政
も
そ
の
管
轄
下
に
置
く
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
報
告
書
で

は
そ
れ
を
宮
内
省
管
轄
下
に
置
く
べ
き
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
以
前
と
異
な
る

考
え
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
る
い
は
宮
内
省
が
保
護
問
題
に
対
し
て
非
常

に
積
極
的
姿
勢
を
示
し
始
め
た
こ
と
に
関
連
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

鉄
哉
は
相
当
の
奇
人
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、

明
治
十
七
、
十
九
年
の
古
社
寺
調
査
の
際
に
岡
倉
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
接
触
し

た
こ
と
が
機
縁
と
な
っ
て
美
術
学
校
設
立
準
備
に
参
画
し
始
め
た
人
に
加
納
鉄

哉
と
竹
内
久
一
が
い
る
。
鉄
哉
は
古
美
術
品
模
造
の
達
人
で
、
鉄
筆
画
と
称
す

る
独
特
の
彫
技
で
も
名
を
知
ら
れ
、
佐
野
常
民
と
特
に
親
し
く
、
そ
の
庇
護
を

受
け
て
い
た
。
ま
た
、
竹
内
久
一
は
も
と
は
牙
彫
を
業
と
し
て
い
た
が
、
明
治

十
四
年
に
そ
れ
を
止
め
て
鉄
哉
の
弟
子
と
な
っ
た
。
翌
十
五
年
十
月
、
師
弟
と

も
ど
も
時
勢
に
感
じ
て
古
美
術
研
究
を
志
し
、
奈
良
へ
向
け
て
東
京
を
発
っ

た
。
以
来
、
多
く
奈
良
に
い
て
古
社
寺
を
巡
り
、
土
地
の
事
情
に
通
じ
て
い
た

の
で
、
岡
倉
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
と
っ
て
は
よ
き
案
内
役
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
遺
稿
の
中
で

彼
は
芸
術
的
価
値
を
か
な
り
よ
く
知
っ
て
お
り
、
自
費
で
過
去
一
年
半
最

加
納
鉄
哉
•

竹
内
久
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初
の
系
統
的
古
寺
調
査
を
行
い
、
奈
良
当
局
に
知
ら
れ
て
い
な
い
多
く
の

名
宝
を
発
見
し
ま
し
た
。
我
々
の
調
査
に
お
け
る
彼
の
自
発
的
協
力
は
、

我
々
に
と
っ
て
既
に
非
常
に
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
「
図
画
取
調
掛
社
寺
宝
物
調
査
①
奈
良
か
ら
の
報
告
」
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料

ー
』
所
収
）

と
述
べ

、
ま
た
、
奈
良
亡
ど

「
骨
董
趣
味
か
ら
区
別
さ
れ
る
美
術
的
優
秀
性
を

い
さ
さ
か
で
も
理
解
す
る
者
」
は
一
人
も
い
な
い
が
、
唯
一
の
例
外
は
鉄
哉
で

あ
る
と
し
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
鉄
哉
が
夢
殿
開
扉
の
劇
的
瞬
間
に
居

合
わ
せ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

竹
内
久
一
も
岡
倉
ら
の
案
内
役
を
勤
め
な
が
ら
、
大
い
に
知
見
を
広
め
た
。

彼
は
晩
年
に
当
時
を
回
顧
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

其
の
頃
〔
明
治
十
七
年
頃
〕
、
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
だ
の
、

岡
倉
覚
三
君
だ
の
が

奈
良
の
方
へ
見
え
て
、
そ
れ
を
案
内
か
た
が
た
お
供
を
し
て
、
時
々
自
分

の
意
見
も
吐
い
た
。

（
「
木
彫
を
志
せ
る
動
機
と
奈
良
行
の
顛
末
」

『書
画
骨
蓋
雑
誌
』
第
四
十
七

号
。
明
治
四
十
五
年
四
月
刊
。
所
載
）

自
分
が
奈
良
で
修
業
中
、
東
京
か
ら
種
々
と
友
人
が
見
物
に
見
え
て
そ

の
時
毎
も
自
分
は
案
内
の
役
を
つ
と
め
た
。
そ
れ
や
之
れ
や
が
美
術
學
校

と
私
を
結
び
つ
け
て
了
っ
た
。
其
頃
私
は
日
本
へ
輸
入
さ
れ
た
西
洋
の
美

術
品
を
見
る
度
に
感
じ
た
事
が
あ
る
。
西
洋
は
西
洋
の
風
が
あ
る
、
そ
れ

を
日
本
人
が
無
暗
に
崇
拝
し
て
、

日
本
美
術
を
け
な
す
の
は
善
く
な
い

と
。
元
来
日
本
の
佛
像
そ
の
も
の
も
印
度
か
ら
来
た
も
の
だ
け
れ
ど
も
、

坐
右

覚

日
本
へ
来
て
日
本
化
さ
れ
た
佛
像
に
な
っ
て
居
る
。
直
ち
に
あ
ち
ら
の
風

を
注
入
す
る
の
は
考
へ
物
で
あ
る
。
そ
れ
が
日
本
化
さ
れ
た
る
藝
術
と
な

マ
マ

っ
た
場
合
に
始
め
て
感
賞
の
債
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。
無
暗
と
西
洋
趣
味

に
没
頭
す
る
の
は
好
ま
な
い
。
何
虞
ま
で
も
研
究
的
態
度
を
持
つ
て
日
本

美
術
の
特
色
を
巧
み
に
調
和
せ
し
め
て
、
新
し
き
日
本
の
美
術
を
形
成
し

た
い
。
こ
れ
が
私
の
所
感
で
あ
っ
た
。
そ
の
考
が
私
を
し
て
美
術
學
校
に

入
ら
し
め
た
の
で
す
。

（
「
先
帝
陛
下
と
神
武
天
皇
」
『
書
画
骨
査
雑
誌
』
第
五
十
二
号
。

大
正
元
年
九

月
刊
。
所
載）

竹
内
久
ー
は
明
治
十
九
年
の
古
社
寺
調
査
の
際
に
岡
倉
と
特
に
親
密
に
な
っ

た
。
調
査
か
ら
帰
っ
た
岡
倉
は
、
東
大
寺
真
言
院
に
居
た
久
一
に
次
の
よ
う
な

書
簡
を
送
り
、
貧
窮
に
め
げ
ず
研
究
を
続
け
る
彼
を
激
励
し
、
援
助
を
約
束
し

て
い
る
。拝

啓
益
御
多
祥
欣
賀
之
至
二
御
座
候
。
然
レ
ハ
小
生
事
去
ル
ニ
日
無
異
着

京
候
間
御
休
神
被
下
度
候
。
出
発
〔
欧
米
視
察
〕
の
骰
ハ
来
月
二
日
出
航

北
京
号

二
有
之
、
日
々
準
備
二
追
ハ
れ
御
無
音
打
過
候
。
申
迄
も
な
き
事

ニ
候
へ
共
心
中
の
大
事
ハ

呉
々
も
堅
固
二
護
持
相
成
、
花
々
敷
御
働
き
の

程
批
ヲ
決
テ
相
待
申
候
。
小
生
も
可
及
丈
の
カ
ハ
相
添
申
参
候
。

マ
マ十
月
八
日

久
遠
大
兄

（『岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
。
昭
和
五
十
五
年
十

一
月
。
平
凡
社
刊
。
所
収
）
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